
ご子息、ご息女の
「成績表」または「履修登録確認表」を

ご用意ください。

法学部
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見かた
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★成績評価について

成績発表……年２回、各学期末に行います。
◆春学期の科目は9月
◆秋学期の科目は2～3月
※ クォーター科目は年４回

発表方法……学生は、ToyoNet-Gと呼ばれる
システム上で確認します。
保証人様には、5月頃と11月頃に
成績表（１年次春学期は履修登録確認表）を
郵送いたします。



・Ｓ,Ａ,Ｂ,Ｃ ＝ 合格 → 単位修得
・Ｄ,Ｅ,＊ ＝ 不合格 → 単位未修得
・◎ ＝ 今学期履修中の科目

POINT!
＊が多いと要注意です。

→ ＊は「評価対象外」を意味します。
「評価対象外」ということは、評価できる材料がない（試験の不受験、
課題の未提出、出席不良等）ことを意味します。そのため、＊が多い場合、
授業に出席していない可能性も考えられます。

Ａ）履修科目および成績について



POINT! 

・前提として、
卒業には１２４単位が必要です。

・しかしながら、
１２４単位以上修得したとしても
分野ごとに定められた要件を
満たすことが必要です。

Ｂ）単位数集計表について



単位数集計表のそれぞれの意味は次のとおりです。

・条件単位………卒業に必要な単位

・修得単位………修得済の単位

・履修中単位……履修中の単位

・判定単位………修得単位＋履修単位
→ 現在、履修中の単位をすべて修得したとして

学期末の時点で修得することになる単位数

・不足単位………条件単位－判定単位
→ 現在、履修中の単位をすべて修得したとして

学期末の時点で卒業までに必要になる単位数

Ｂ）単位数集計表について



卒業要件
条件
単位

修得
単位

履修中
単位

判定
単位

不足
単位

専門科目 72 54 12 66 6

専門科目（必修） 16 12 2 14 2

専門科目（選択必修） 24 18 4 22 2

専門科目（選択） 24 6 30

卒業までに72単位が必要で、
前学期までに54単位を修得済みです。
今学期は12単位を履修しています。

履修中の単位（12単位）をすべて修得すると
66単位（54単位＋12単位）に達しますので、
卒業までに6単位が必要になります。

「専門科目（選択）」の分野には卒業要件はありませんが、
前学期までに24単位を修得済みです。
今学期は6単位を履修しており、

履修中の単位（6単位）をすべて修得すると
30単位（24単位＋6単位）に達します。

（例）Ｂ）単位数集計表について



【参考】標準的な修得単位数

☞各学期（セメスタ） 18～20単位
※ 履修できる単位数の上限は各学期で24単位（１年間で48単位）です。

☞学年毎の修得単位数
・２年生（１年生終了）：35～40単位程度
・３年生（２年生終了）：75単位程度
・４年生（３年生終了）：110単位程度

POINT! 
１年生からの積み重ねが重要です。

Ｂ）単位数集計表について



次のことを表します。

・学期毎の履修単位
・学期毎の修得単位
・ＧＰＡ

Ｃ）単位修得状況表について



Ｃ）単位修得状況表について

通算 162 124 3.21

20XX 春 22 0 0.00

20XX 春 22 18 3.22

20XX 秋 22 18 3.24

20XX 春 24 22 3.25

20XX 秋 24 24 3.45

20XX 春 24 22 3.20

20XX 秋 24 20 3.30

単位修得状況表

年度 学期 履修単位 修得単位 GPA

通算 168 92 1.75

20XX 春 24 0 0.00

20XX 春 24 18 2.44

20XX 秋 24 8 0.87

20XX 春 24 14 1.88

20XX 秋 24 10 1.10

20XX 春 24 22 2.50

20XX 秋 24 20 2.30

単位修得状況表

年度 学期 履修単位 修得単位 GPA

例①

各学期とも、
修得単位が20単位前後と
着実に単位を修得し、

余裕を持って
卒業までの計画が
立てられている。

前学期と比べて、
大幅に修得単位数を

減らしている学期（赤色）があり、
卒業までの計画に

少々困難が生じている。
早い段階での対策が必要。

例②



４年次に就職活動を余裕を持って行うため、
３年次終了までに「不足単位」を少なくしておくことが望ましくなります。

具体的には、３年次終了までに１１０～１２０単位を修得し、
４年次の履修科目が各学期とも、「ゼミナール（専門演習）と２～３科目程度」
もしくは「ゼミナールのみ」で卒業可能な状態であると、
４年次に余裕を持って就職活動に臨めます。（後者であればより理想的です。）

POINT!
最近の修得単位数はどうか？
☞「単位修得状況表」における最近の「修得単位」をご確認ください。

修得単位数が目安より少ない場合、
最近（半年～１年くらい）の単位の修得状況をご確認ください。
昨年度と比較して減少している（２０単位以上修得したものが１０単位程度に
なってしまったなど）と黄信号です。

Ｃ）単位修得状況表について



★ＧＰＡ（Grade Point Average）とは

min max

0.00 4.30

学生の学修到達度をはかる指標として、
国内外の大学で広く使われており、次の計算式で算出します。
0.00～4.30の数値で表されます。

Ｓの単位数×4.3 + Ａの単位数×4.0
+ Ｂの単位数×3.0 + Ｃの単位数×2.0
+ Ｄの単位数×1.0 + Ｅの単位数×0.0

+ ＊の単位数×0.0

履修単位数

（分子）

（分母）

Ｃ）単位修得状況表について



このグラフは、法学部第１部生のGPAを階級別に集計したものです。
（2023年3月現在）

★ＧＰＡ（Grade Point Average）とは

Ｃ）単位修得状況表について
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★最後に

・１年次から計画的に単位修得できているか

・目安程度の単位数が修得できているか

→ 早めに状況をご確認ください！
必要に応じて法学部教務課まで
ご相談ください！


